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づ
く
り
の
遊
び
で
交
流

∴
言
∴
浅
瀬
父
母

主
任
児
童
委
員

中

島

民

意

新
聞
紙
や
風
船
で
遊
ぼ
う

-
つ
て
、

何
す
る
の
か
な
?
興
味
津
々
、
一
年
生

か
ら
六
年
生
ま
で
の
子
と
も
達
が
公
民

館
に
集
ま
っ
て
来
ま
し
た
。
冬
休
み
に

入
っ
た
ば
か
り
の
土
曜
日
。
『
山
田
の

ひ
ろ
ば
』

で
、
私
達
民
生
委
員
と
子
ど

も
達
が
遊
ぶ
日
で
す
。

い
つ
も
は
ゲ
ー
ム
機
を
相
手
に
遊
ん

で
い
る
で
あ
ろ
う
小
学
生
達
に
、
の
び

の
び
と
体
を
使
い
な
が
ら
他
の
人
と
も

交
流
で
き
る
遊
び
を
、
と
、
新
聞
紙
や

風
船
、
カ
レ
ン
ダ
ー
再
利
用
の
ジ
グ
ソ

ー
パ
ズ
ル
を
使
っ
た
遊
び
を
計
画
し
ま

し
た
。

広
げ
た
新
聞
紙
に
乗
り
、
ジ
ャ
ン
ケ

ン
で
負
け
た
ら
半
分
に
折
り
ま
す
。
負

け
る
と
乗
る
面
積
が
小
さ
く
な
っ
て
い

く
の
で
、
大
人
も
子
ど
も
も
真
剣
に
な

り
ま
す
。
体
の
大
き
さ
や
年
齢
に
関
係

な
く
遊
べ
る
ゲ
ー
ム
で
す
。
年
上
の
お

兄
ち
ゃ
ん
に
勝
っ
て

「
や
っ
た
ー
つ
」

と
、
得
意
満
面
の
一
年
生
。

ま
」
い
な
あ
。
ジ
ャ
ン
ケ
ン
強
い
な
。
」

の
賞
賛
に
、
ま
す
ま
す
顔
が
ほ
こ
ろ
び

ま
す
。

風
船
を
使
う
ゲ
ー
ム
で
も
、
一
つ
の

風
船
に
み
ん
な
の
視
線
が
集
中
、
汗
だ

く
に
な
り
な
が
ら
風
船
を
追
い
か
け
ま

す
。子

ど
も
達
の
笑
顔
や
歓
声
は
、
周
り

の
大
人
を
も
幸
せ
な
気
分
に
さ
せ
て
く

れ
ま
す
。
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
に
依
存
し

な
い
、
手
づ
く
り
の
子
育
て
の
大
切
さ

を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

民
生
委
貢
・
児
童
委
貴
著

」
y
心
V
ん
や
八
ガ
′
少
や
人
馬
ム
r
卜
八
㍍
γ
左
r
ヽ
心
レ
r
「
ト
y
卜
け
工
r
ト
十
八
㍍
γ
仁
r
ト
人
珍
つ
み
「
」
で
一
恰
γ
い
ト
ゝ
磨
ノ
上
「
ト
ム
淳
子
子
や
心
レ
ソ
上
「
」
ぐ
八
に
γ
上
「
卜
心
ウ
ノ
〆

経
緯
」
厭
鱈
艦
橋
紙
鱈
握

災
害
時

『
終
審
疑
念
時
の

支
援
草
案
』

会
長

三
戸

清
利

今
日
、
琵
琶
湖
西
岸
断
層
帯
を
中
心

に
大
規
模
地
震
災
害
の
発
生
す
る
可
能

性
の
高
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
岸
域
在
住
の
住
民
と
し
て
も
、
予
想

さ
れ
る
災
害
に
対
す
る
出
来
る
限
り
の

備
え
を
し
て
お
か
ね
は
な
り
ま
せ
ん
。

仮
に
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
被

害
が
最
小
限
に
し
て
、
支
援
活
動
の
迅

速
か
つ
有
効
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
重

要
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

山
田
学
区
民
生
・
児
童
委
員
は
、
高

齢
者
・
在
宅
寝
た
ぎ
り
や
、
重
度
障
害

の
方
な
ど
、
災
害
緊
急
時
に
支
援
対
象

と
な
る
弱
者
の
方
々
を
的
確
に
把
握
し

て
お
き
、
避
難
・
支
援
活
動
が
円
滑
に

進
め
ら
れ
る
よ
う

『
災
害
緊
急
時
の
支

援
対
象
者
見
取
図
』
を
作
成
し
ま
し
た
。

資
料
の
使
用
目
的
は
、
緊
急
時
の
支

援
活
動
の
た

め
に
、
必
要

と
す
る
行
政

関
係
機
関
に

提
供
す
る
こ

と
で
す
。
ま

た
、
学
区
民

児
協
が
資
料

を
厳
重
に
保

管
管
理
し
て

お
り
ま
す
。

作成された見取図
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函
開
聞
闘
闇

児童憲章前文

わ
れ
ら
は
、
日
本
国
憲
法
の
精
神
に
し
た
が
い
、
児
童
に
対

す
る
正
し
い
観
念
を
確
立
し
、
す
べ
て
の
児
童
の
幸
福
を
は

か
る
た
め
に
こ
の
憲
章
を
定
め
る
。

児
童
は
、
人
と
し
て
尊
ば
れ
る
。

児
童
は
、
社
会
の
一
員
と
し
て
重
ん
せ
ら
れ
る
。

児
童
は
、
よ
い
環
境
の
な
か
で
育
て
ら
れ
る
。

子どものために陣がいのある子とものためにリ親家庭のために

・
小
学
校
第
6
学
年
修
了
前
の
お
子
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
人
を
対
象

に
、
児
童
手
当
の
制
度

し
か
己
-
呈
豪
雪
寄
島

∵
0
歳
児
̃
未
就
学
の
お
子
さ
ん
。
保
険
適
用
医
療
費
の
一
部
負
担
金

乳
幼
児
医
療
費
助
成

一

に
つ
い
て
の
助
成
制
度
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…
・
知
的
障
害
の
あ
る
人
に
一
貫
し
た
指
導
・
相
談
を
行
い
、
い
ろ
い
ろ

…
・
身
体
に
障
害
の
あ
る
人
が
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
の

身
体
障
害
者
手
帳

一

基
本
と
し
て
交
付

医
療
手
帳

特
別
児
童
扶
養
手
当

心
身
障
害
児
医
療
費
助
成

I
-
-
-
I
-
」
i

-

な
援
助
措
置
を
受
け
る
た
め
の
基
本
と
し
て
交
付

・
2
 
0
歳
未
満
の
精
神
又
は
身
体
に
中
程
度
以
上
の
障
害
の
あ
る
児
童
を

養
育
す
る
人

∵
心
身
に
障
害
の
あ
る
人
。
保
険
適
用
医
療
費
の
自
己
負
担
に
つ
い
て

障
害
児
福
祉
手
当

児
童
福
祉
年
金

紙
お
む
つ
購
入
費
助
成

-
一

-
-
-
-
」
i

の
助
成
制
度

・
障
害
の
た
め
日
常
生
活
の
活
動
が
著
し
く
制
限
さ
れ
た
2
 
0
歳
未
満
の

…
在
宅
重
度
障
害
児
に
対
し
て
の
手
当

i
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交
通
遺
児
(
1
 
8
歳
未
満
)
も
し
く
は
、
中
程
度
以
上
の
障
害
を
持
つ

児
童
(
2
 
0
歳
未
満
)
の
父
又
母
は
、
も
し
く
は
父
母
に
代
わ
り
児
童
を

…
監
護
し
て
い
る
人
に
対
し
て
支
給

障
害
の
た
め
在
宅
で
常
時
、
紙
お
む
つ
の
必
要
な
重
度
障
害
児
(
者
)

に
対
し
て
紙
お
む
つ
の
購
入
費
の
一
部
を
助
成

・
.
父
の
い
な
い
家
庭
や
父
が
一
定
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
家
庭
の
児
童

児
童
扶
費
手
当

母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
医
麗
質
助
成

一

-

⊥
-

I

-
-

-
」
I
 
I

-

-

-

を
監
護
し
て
い
る
母
、
又
は
母
に
代
わ
っ
て
養
育
し
て
い
る
人
に
対

し
て
支
給

1
 
8
歳
末
満
の
人
を
扶
養
す
る
配
偶
者
の
い
な
い
母
(
父
)
等
と
そ
の

子
を
対
象
に
、
保
険
適
用
医
療
費
の
一
部
負
担
金
に
つ
い
て
の
助
成

制
度

母
子
・
父
子
家
庭
の
児
童
が
小
・
中
学
校
に
入
学
す
る
時
、
及
び
中

「
す
く
す
く
ラ
ン
ド
」時 間/毎週月曜日10:00へ12:00

場 所/山田公民館(魯562-0044)

対象者/ 〇歳児一束就園児

/毎週木曜日10:00へ12:00 子

/すぎのこ保育園(密563-7200)

/未就園児
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：●草津市役所健康福祉部
： 子育て支援課
• TEL561-2364

： いじめ・不登校・虐待・非行：

育児相駁

：●草津市役所健康福祉部
： 家庭児童相談室
• TEL561-2460

・ ●児童虐待ホットライン
: TEL562-8996

：●青少年・子ども電話総合相談室：
: TEL516-2255 

................................. 

児 相談 女性相談

●滋賀県中央子ども家庭
相談センタ ー

草津市笠山7丁目4 -45 
TEL562-1121 

児童·母子・父子福祉相談

．
．
．
．
．
．
．
．
．

 

時
場
対

間．． 年12回 10:00~11:30 
所／山田幼稚園(8562-1340)

名／在宅の3歳の幼児とその保護者
3歳以下の幼児に園庭開放

「
こ
ん
に
ち
は

幼
稚
園
」

参
考
資
料
／・
く
さつ
子
育て
ガ
イ
ド
プッ
ク
ーと
も
に
育つ
子
ど
も
と
お
と
な
の
た
め
に
—

草
津
市
地
域
子
育て
支
援
セ
ン
タ
ー

•
平
成18
年
度
草
津
市
「
福
祉
の
あら
ま
し」

草
津
市
健
康
福
祉
部

編
集

よ

り

抜
粋

編
集
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月～金曜日 放課後~17:30 (時間延長あ 春・夏休み a:30~11:30 <時間延長あ   四561-6653
おおむね小学校1 ~ 3 年生
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下
校
時
の

宴
会
確
保
支
援
事
業

(
巡
回
)

清
水

善
之

学
区
民
児
協
で
は
、
児
童
が
下
校

す
る
際
の
通
学
路
の
安
全
確
保
の
一

翼
を
担
う
た
め
昨
年
9
月
に

「
山
田

安
全
み
と
ど
け
隊
」

を
編
成
し
ま
し

た
。
学
区
内
の
主
要
箇
所
を
毎
週
集

団
下
校
前
に
巡
回
し
、
安
全
を
み
と

ど
げ
、
日
誌
に
記
録
を
し
て
、
下
校

開
始
前
の
学
校
に
当
日
の
日
誌
と
確

認
状
況
を
報
告
し
て
い
ま
す
。
こ
の

事
業
を
通
し
て
先
生
方
と
の
信
頼
関

係
を
深
め
、
共
に
児
童
が
安
心
を
し

て
通
学
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑪
㊧
⑮

「
障
害
害
手
帳
」
返
還
に
つ
い
て

障
害
者
部
会
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
学

区
全
体
の
人
口
は
八
五
〇
〇
人
で
、
内
身

体
障
害
者
三
六
五
人
、
知
的
障
害
者
八
二

人
(
十
八
年
五
月
調
査
)
を
把
握
し
て
お

り
ま
す
。
新
年
度
改
め
て
名
簿
の
整
理
を

し
ま
す
が
、
死
亡
、
転
入
出
と
か
な
り
異

等
に
区
分
し
、
一
目
で
分
か
る
様
一
冊
に

ま
と
め
、
地
域
の
皆
様
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
に
迅
速
な
対
応
が
で
き
る
様
、
活
用
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

動
が
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
皆
様
に
お
願

い
し
た
い
の
は
、
死

亡
・
転
出
な
ど
、
異

動
が
生
じ
た
と
き
に

は
、
「
障
害
者
手
帳
」

を
市
役
所
一
階
福
祉

事
務
所
障
害
者
自
立

支
援
課
ま
で
必
ず
返

還
し
て
下
さ
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

研
修
部
は
市
民

児
協
の
研
修
委
員

を
兼
務
し
て
お
り
、

主
に
市
・
学
区
共

県
外
研
修
の
企
画
・

立
案
に
携
わ
っ
て

い
ま
す
。
昨
年
度

は
市
全
体
の
研
修

で
、
愛
知
県
の
日

本
福
祉
大
学
に
出
向
き
、
福
祉
に
つ
い
て

聴
講
を
致
し
ま
し
た
。

身
体
・
精
神
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
会
式

の
様
子

(
県
立
体
育
館
)

昨
年
、
民
生
児

童
委
員
の
た
め
の

地
域
福
祉
マ
ッ
プ

を
作
成
し
ま
し
た
。

高
齢
者
、
児
童
、

障
害
、
医
療
、
防

犯
・
防
災
、
公
共

暖
か
い
日
が
続
き
、
す
で
に
紅
白
の
花

つ
ぼ
み
が
色
づ
き
は
じ
め
、
ほ
ん
の
り
と

香
り
を
漂
わ
せ
て
い
ま
す
。
満
開
と
な
る

日
も
近
く
、
梅
花
は
訪
れ
る
人
た
ち
を
和

ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
大
き
な

実
を
つ
け

て
く
れ
る

の
か
楽
し

み
で
す
。

回
国
四
回

こ
の
冬
は
暖
冬
、
梅
に
続
き
桜
の

花
便
り
も
後
を
追
っ
て
聞
こ
え
て
き

そ
う
で
す
。

「
や
ま
だ
民
児
協
だ
よ
り
」

十
一
号

は
、
児
童
福
祉
特
集
号
と
し
ま
し
た
。

毎
日
、
児
童
虐
待
・
い
じ
め
・
子

ど
も
の
自
殺
と
い
っ
た
悲
惨
な
報
道

が
絶
え
ま
せ
ん
。
私
た
ち
大
人
は
、

将
来
を
担
う
子
ど
も
達
が
、
心
身
と

も
に
健
全
に
育
つ
よ
う
家
庭
、
そ
し

て
地
域
で
見
守
っ
て
ゆ
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

今
年
度
は
、
民
生
委
員
制
度
創
設

九
十
周
年
事
業
と
し
て
全
国
一
斉
に

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
発
、
災
害

時
一
人
も
見
逃
さ
な
い
運
動
」

が

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
山
田
学
区
民

児
協
も
こ
の
取
り
組
み
を
一
面
に
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

又
、
新
規
事
業
、
「
学
童
の
下
校
時

の
安
全
確
保
支
援
事
業
」
(
四
面
)
も

限
ら
れ
た
紙
面
で
の
掲
載
と
な
り
意

向
が
読
者
の
皆
様
に
十
分
伝
え
ら
れ

な
か
っ
た
の
で
は
…
…
と
不
安
が
残

り
ま
す
。

(
み
の
る
子
記
)

園
図
四
田
園
園
田
囲

福
祉
t
関
す
る

相
談
は
お
近

く
の
民
生
委
貝
児
童
委
貝
-


